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今月は、固定資産税の才 | 
2期分と、汚物手数料方1 i 

期分を納める月です。忘れ | 

ないうちに、市金庫か近く ! 

の出張所に納めておきまし | 

ょっ。 I

長崎国体

まちを
花でかさ、ろう
昭如44年に開かれる長崎国体では
大村市はラグビーとソフトポール

の主会場となっています。

市ではすでに‘ソフトボールの

主競技場になる市営球場の改装に

着工し、今年度中には、ラグビー

の主競技場になる市営陸上競技場

の改装にも着手します。

また、大

村市内を美

しく花でい

ろどるため

マリーゴー

ルド、サル

ピヤなどの

苗約2，000
本の配分も

行なたれ、

婦人会、学

校などの団

体で着々と

花いっぱい

運動が進め

られていま

す。

大村公園

しょうぶが満開です
大村公園の H 花しょうぶ wは、 昭和31
年と35年に、熊本より肥後しょうぶを、
また唱和38年にも明治神宮外苑より江戸
しょうぶを移植したもので、種類も55種
に及んでいる。

また、来年度には、二重馬場にそった

堀の約半分がしょうぶ園として完成する

予定で、 大村公園がしょうぶでも有名に

なることが期待されている。
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(2) 

恩
給
(
扶
助
料
)
の
改
定

り

請
求
期
限
が
切
れ
ま
す

大村市政だよ

昭
和
三
十
五
年
七
月
一
日

施
行
ハ
法
律
第
一
二
四
号
)

に
よ
る
恩
給
、
(
扶
助
料
)

の
通
算
改
定
請
求
期
限
が
六

月
末
日
で
切
れ
ま
す
の
で
つ

ぎ
に
該
当
す
る
方
は
証
書
の

写
を
そ
え
県
援
護
課
ま
た
は

福
祉
事
務
所
で
請
求
を
す
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。

①
昭
和
二
十
一
年
二
月
一
日

以
前
に
裁
定
を
受
け
た
方

で
請
求
日
以
後
に
臨
時
召

集
、
充
員
召
集
、
演
習
召

集
、
防
衛
召
集
な
ど
一
年

以
上
の
未
算
入
期
闘
が
あ

ヲ
。
シ
」
込
c

。

②
最
短
恩
給
年
限
を
越
え
る

と
し
て
除
か
れ
た
期
聞
が

合
せ
て
一
年
以
上
あ
る
と

込
d
o

a

③
切
れ
切
れ
の
在
職
年
を
合

せ
て
最
短
恩
給
年
限
に
達

す
る
か
た
で
法
律
第
一

二

四
号
の
施
行
以
後
請
求
し

た
こ
と
が
な
い
と
き
。
最

短
恩
給
年
限
と
は
準
士
宮

昭和33年4月22日第三種郵便物認可昭和42年6月10日

以
上
十
三
年
、

準
士
官
以

下
十
二
年
の
こ
と
で
す
。

マ
乙
の
法
律
第

一
二
四
号
に

よ
り
通
算
改
定
が
認
め
ら

れ
る
こ
と
と
な
る
以
前
の

法
律
で
除
か
れ
た
も
の
は

お
お
む
ね
つ
ぎ
の
と
お
り

で
す
c

①
二
十
八
年
の
法
律
関
係

継
続
し
七
年
に
満
た
な

い
在
職
業
及
び
軍
人
軍
属

ハ
判
任
同
待
遇
以
上
〉
の
ほ

か
に
あ
る
在
職
業

②
三
十
年
の
法
律
関
係

戦
犯
に
よ
る
拘
禁
期
間

中
の
う
ち
最
短
思
給
年
限

を
越
え
る
在
職
年
な
ど

県下で6台目の。損保号H 消防車が、大村消防署にと

どいた.乙れは、日本損害保険協会が、地方自治体の防

火に役立つようにと贈っているものです。

ツープ型であるため、山間地区、道の狭い町の中でも

活動でき、最近多い油火事の消火器材もそなえている.

グ損保号 w

消防車とどく

豊
富
な
野
菜

初
夏
の
味
覚
を
そ
そ
る
野

菜
類
が
安
〈
豊
富
に
出
回
り

ま
す
。
そ
ら
豆
、
き
ゅ
う
り

と
ま
と
、
な
す
、
新
白
菜
、

セ
ロ
リ
、
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
な
ど

こ
の
み
に
応
じ
て
つ
け
も
の

に
し
た
り
生
で
サ
ラ
ダ
に
し

た
り
し
て
楽
し
み
た
い
も
の

で
す
。〈
だ
も
の
は
桜
桃
、
び
わ

な
ど
、
フ
ル
ー
ツ
ポ
ン
チ
風

に
工
夫
す
る
と
お
子
さ
ん
も

大
喜
び
で
し
ょ
う
。

た
だ
注
意
し
た
い
こ
と
は

こ
れ
か
ら
食
物
が
〈
き
り
や

す
い
こ
と
で
す
。
中
毒
を
起

し
た
り
し
な
い
よ
う
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

つ
ゆ
ど
き
の
溜
池
管
理

に
つ
い
て

今
年
の
雨
期
気
象
雨
量
予

測
に
よ
れ
ば
局
地
的
な
集
中

豪
雨
が
予
報
さ
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
水
害
の
恐
れ
も
十

分
考
へ
ら
れ
ま
す
J

各
溜
池

(
共
同
、
個
人
共
〉
の
管
理

者
は
防
災
に
十
分
心
掛
け
て

/，、

く
だ
さ
い
。

と
〈
に
堤
防
の
漏
水
、
余

水
吐
の
埋
没
、
縮
小
な
ど
は

豪
雨
呼
に
堤
防
決
壊
の
原
因

と
な
り
、
下
流
地
域
で
大
水

害
を
起
し
た
例
が
今
ま
で
多

〈
あ
り
ま
す
の
で
管
理
者
は

溜
池
の
現
況
を
点
検
し
完
全

で
な
い
と
こ
ろ
は
早
自
に
補

強
し
て
〈
だ
さ
い
。

な
お
、
わ
か
ら
な
い
と
こ

ろ
不
安
な
と
乙
ろ
な
ど
が
あ

れ
ば
市
農
林
水
産
課
に
と
相

談
k

だ
さ
い
。

火
の
も
と
に
注
意
し
よ
う

危
い
子
供
の
火
遊
び

最
近
子
供
の
火
遊
び
に
よ

る
火
災
が
各
地
で
数
多
〈
発

生
し
て
い
ま
す
が
、
本
市
で

も
今
年
す
で
に
十
五
件
の
火

災
が
発
生
し
て
お
り
、
そ
の

半
数
が
子
供
の
火
遊
び
が
原

因
で
し
た
。
こ
れ
は
各
家
庭

に
お
け
る
子
供
の
火
気
取
扱

い
に
対
す
る
注
意
不
足
や
、

無
関
心
な
ど
に
よ
る
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
ち
ょ
っ
と

し
た
不
注
意
が
自
分
だ
け
で

な
〈
、
他
人
の
家
に
ま
で
大

き
な
損
害
を
与
え
社
会
を
混

乱
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
各
家
庭
で
は
、
つ
ぎ

の
こ
と
が
ら
に
と
〈
に
注
意

し
て
、
火
災
予
防
の
徹
底
を

期
し
て
〈
だ
さ
い
。

αマ
ッ
チ
な
ど
火
源
と
な
る

も
の
は
子
供
の
持
出
し
が

で
き
な
い
よ
う
保
管
を
巌

重
に
す
る
乙
と
。

②
た
き
火
な
ど
す
る
と
き
は

水
を
用
意
し
、
子
供
だ
け

で
は
絶
対
に
さ
せ
な
い
こ

シコ
命
花
火
類
は
必
ず
大
人
が
つ

き
そ
っ
て
使
用
す
る
こ
と

④
「
火
事
が
ど
ん
な
に
恐
ろ

し
い
も
の
で
あ
る
か
」
を

各
家
庭
で
は
な
し
あ
う
乙

と
。
な
お
、
火
事
と
な
っ
た
ら

小
火
で
あ
っ
て
も
、
ま
ず

「
一
一
九
番
」
へ
知
ら
せ
て

〈
だ
さ
い
。
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菊
コ

l
ス
開
く

!
成
人
講
座
ー

長
崎
国
体
を
成
功
さ
せ
る

た
め
の
市
民
運
動
の
一
つ
と

し
て
菊
の
講
座
を
開
設
し
ま

す
。
乙
の
講
座
で
は
、
大
輪

懸
が
い
、
盆
栽
な
ど
を
初
歩

か
ら
研
究
し
ま
す
。
ご
希
望

の
方
は
、
市
教
育
委
員
会
へ

申
込
み
く
だ
さ
い
。

/

-
マ
開
講
日
と
時
間

毎
月
一
回
第
一
土
曜
日
午

後
一
時
か
ら
午
後
四
時
ま

お
し
ら
せ

昭和33年4月22日第三種郵便物認可り大村市政だよ(3) 

コ
ー

ナ

l

で
マ

場

所

市

民

会

舘

マ
対
象
者
市
民
一
般
ハ
青

年
、
老
人
、
男
女
を
聞
い

ま
せ
ん
)

弁
論
大
会
聞
く

!
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
ー

七
月
一
日
か
ら

「
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
」
が
全
国

的
に
行
な
わ
れ
ま
す
が
、
大

村
市
で
も
つ
ぎ
の
と
お
り
弁

論
大
会
を
行
な
い
ま
す
。

マ
日
時
六
月
二
十
四
日

午
後
一
時
か
ら

マ
場
所
西
中
体
育
舘

マ
資
格
大
村
市
と
東
彼
杵

町
に
住
ん
で
い
る
中
学
生

と
高
校
生

な
お
、
〈
わ
し
い
こ
と
は

福
祉
事
務
所
へ
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

モ
ー
タ
ー

ボ
ー
ト
新
人
選
手
と

審
判
員
・
検
査
員
を
募
集

長
崎
県
モ
l
グ
!
ボ

l
ト

競
走
会
で
は
、
つ
ぎ
の
と
お

り
モ

1
グ

l
ボ

l
ト
新
人
選

手
と
審
判
員
・
検
査
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

〔
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

新
人
選
手
〕

マ
応
募
資
格

①
高
等
学
校
卒
業
程
度
以
上

の
学
力
あ
る
も
の

②
満
十
八
才
以
上
、
二
十
五

才
未
満
の
男
女
で
、
視
力

一、

O
以
上
、
体
重
五
十

五
キ
ロ
程
度
の
人

マ
募
集
締
切

八
月
三
十
一
日

4'. 
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4句， 

国
民
年
金
の
加
入
届
を
今
す
ぐ
に

国
民
年
金
の
未
加
入
者
や
滞
納
者
は
年
金
を
も
ら
え
な
〈
な
り
ま
す
。

つ
ぎ
の
表
に
該
当
す
る
人
は
、
七
月
三
十
一
日
ま
で
に
加
入
し
、
六
十
才
に

達
す
る
月
の
前
月
ま
で
に
(
イ
)
の
年
数
だ
け
保
険
料
を
納
め
る
か
、
免
除
を
受

け
な
い
と
、
老
令
年
金
を
も
ら
え
な
く
な
り
ま
す
。
今
す
ぐ
加
入
し
、
昭
和
四

十
年
四
月
分
か
ら
保
険
料
を
納
め
ま
し

ょ
う
。
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大
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4
を

〔
審
判
員
・
検
査
員
〕

マ
応
募
資
格

σ高
等
学
校
卒
業
程
度
以
上

の
学
力
あ
る
も
の

②
満
二
十
一
才
か
ら
三
十
五

才
ま
で
の
男
子

マ
募
集
締
切

八
月
三
十
一
日

な
お
、
〈
わ
し
い
こ
と
は

市
事
業
課
へ
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。

i

ーー
電

話

案

内

l
l

マ

市

役

所
・:
四
一
一
一

マ
水
道
部
;
・
三
三
四
三

マ
市
民
会
舘
:
・
二
七
三
九

マ
図
書
舘
:
・
二
四
五
七

マ
市
立
病
院
・
:
二
一
六
一

マ
火
葬
場
・
:
二
九
四
八

忌

明

に

寄

付

市
内
小
路
口
郷
猪
股
キ
カ

ヱ
さ
ん
は
亡
夫
千
春
さ
ん
の

忌
明
に
、
ま
た
、
市
内
杭
出

津
郷
の
尾
崎
マ
ツ
ヱ
さ
ん
は

~
亡
夫
種
夫
さ
ん
の
忌
明
に
金

一
封
を
そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉

事
業
資
金
に
寄
付
さ
れ
ま
し
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グ
つ
ゆ
ど
き
の
ふ
け
っ
w

す
る
こ
と
。

マ
手
を
洗
う
乙
と
。
と
れ
は

石
鹸
か
、
市
販
の
ク
レ
ゾ

ー
ル
石
鹸
を
使
っ
て
洗
う

と
効
果
的
で
す
。

マ
食
物
に
注
意
す
る
こ
と
。

マ
ハ
ェ
、
蚊
の
駆
除
を
徹
底

し
て
行
な
う
こ
と
。
と
く

に
発
生
源
対
策
を
考
え
る

乙
と
。

り

ー
こ
れ
が
病
気
の
第
一
原
因
で
す

1

大村市政だよ

こ
れ
か
ら
梅
雨
期
に
入
り

じ
め
じ
め
し
た
日
が
多
〈
な

り
ま
す
。
す
る
と
、
い
ろ
い

ろ
な
病
原
菌
の
繁
殖
も
盛
ん

に
な
り
、
赤
痢
や
、
食
中
毒

日
本
脳
炎
な
ど
の
病
気
が
流

行
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま

た
一
昨
年
流
行
し
た
無
菌
性

臆
膜
炎
が
今
年
も
市
内
各
地

で
発
生
し
て
い
る
よ
う
で
す

つ
ぎ
の
こ
と
が
ら
を
必
ず

守
っ
て
健
康
な
夏
を
す
ご
し

ま
し
ょ
う
。

マ
屋
内
外
の
清
掃
、
整
理
、

整
頓
を
行
な
う
乙
と
。

マ
室
内
の
風
と
お
し
を
よ
〈

マ
井
一
戸
水
な
ど
を
利
用
し
て

い
る
家
庭
で
は
、
市
販
の
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サ
ラ
シ
粉
か
次
亜
塩
素
酸

ソ
l
ダ
を
入
れ
て
滅
菌
消

毒
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

使
用
方
法
や
分
量
は
購
入

の
際
薬
局
薬
局
の
万
に
よ

〈
、
き
い
て
間
違
わ
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
時
々
は
保
健
所
に
頼

ん
で
水
質
検
査
を
し
て
も

ら
う
よ
う
に
い
た
し
ま
し

L
4
v「
ノ
。

ういし
。抵病
抗気
力に
をか
養〉

V' ら
まな
しい
よ強

交通教室l

T
・・
iz--1，
iztffpdeifi--2・J
J〉
-ZFir-e，
fz-:Jez--

、riff--h--az--J2・〉
-

Z

E

-

-

d

t

A

i

M

E

-

一

r

ぃ

J
J
:
2
1
h勺
f
d
S
D
二

便

制

が

実

現

し

た

。

あ

る

。
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a

一

方
喧
担
-
f
E信
レ
a
f
@

さ
ら
に
昭
和
三
十
九
年
五

j

v
Z人乙

!
l
i

い

，

.

月

に

は

大

村

J
対
島
線
も
実

‘

帥
縛
均
一
…
~
自
動
車
に
は
車
種
に
よ
っ

…

大

村

空

港

は

延

長

一

千

二

百

メ

ー

ト

ル

現

し

、

昭

和

四

十

一

年

三

月

ゑ

ぬ

い

に

て

そ

れ

ぞ

れ

法

定

速

度

、

ま

い
大
村
空
港
は
、
市
内
森
園
誘
導
路
二
本
で
亘
一
一
十
メ
ー
に
は
、
大
村
J

E

J
対

島

…

ι?た
道
路
の
状
況
に
よ
っ
て
公

正
旧
海
軍
第
二
十
一
航
空
廠
ト
ル
、
エ
プ
ロ
ン
四
千
九
百
線
と
し
て
再
出
発
し
た
・
し
山
ふ
鰯
;
宗
一
安
委
員
会
が
定
め
た
指
定
速

…
跡
に
第
二
種
空
港
と
し
て
指
九
十
二
平
方
メ
ー
ト
ル
で
運
か
し
現
在
は
休
航
し
て
い
る
毒
線
二
一
三
度
が
あ
り
ま
す
が
、
乙
れ
ら

一

定

さ

れ

、

長

崎

県

の

空

の

玄

輸

省

航

空

局

大

村

航

空

保

安

現

在

、

昭

和

四

十

二

年

ぷ

一

三

の

制

限

速

度

を

超

え

て

運

転

石
と
し
て
、
昭
和
三
十
一
年
事
務
所
も
設
置
さ
れ
た
。
三
月
下
旬
に
ロ
ー
カ
ル
線
で

E

繍
減
資
す
る
こ
と
は
固
〈
禁
止
さ
れ

川

七

月

設

置

が

決

定

レ

た

。

昭

和

三

十

四

年

に

は

、

空

は

最

新

の

設

備

を

ほ

こ

る

新

減

給

付

一

鰍

ぺ

て

い

ま

す

。

制

限

速

度

を

無

一
そ
し
て
翌
三
十
二
年
に
は
港
グ

l
ミ

ナ

ル

ピ

ル

が

完

成

タ

ー

ミ

ナ

ル

ピ

ル

も

完

成

し

み

勢

一

一

三

視

し

て

、

無

茶

な

ス

ピ

ー

ド

ヤ
竹
松
部
隊
の
手
に
よ
っ
て
整
五
月
に
待
望
の
開
港
式
が
行
最
近
の
大
村
誌
の
就
航
便

.

は

ふ

壌

を

で
走
る
こ
と
は
、
つ
ぎ
の
よ

一
地
さ
れ
、
滑
走
路
の
建
設
工
な
わ
れ
た
。
最
初
ば
へ
ロ
ン
は
、
大
村
J
熊
本
J
東

京

線

ぃ

鵬

州

V

~

ヨ

な

理

由

か

ら

大

変

危

険

だ

~
事
が
行
な
わ
れ
、
航
空
管
制
型
十
五
人
乗
り
で
大
村
長
大
村
J
大

阪

線

、

大

村

会

一

一

1釘
つ

ら

で

す

。

ゾ
塔
も
で
き
あ
が
っ
た
。
当
時
付
ま
で
の
上
下
一
便
で
あ
っ
江
線
、
大
村
J
福
岡
線
が
あ

m

v
一
綴
滋
(
①
危
険
を
惑
じ
、
急
ブ
レ

l

九
は
整
地
面
積
二
十
三
万
千
五
た
が
、
十
二
月
に
は
大
村

1
り
、
年
間
約
十
万
人
一
日
平

P

側

勝

綴

~

キ

を

か

け

た

と

し

て

も

停

~
百
平
方
メ
ー
ト
ル
、
滑
走
路
大
分
1
大
阪
線
が
開
通

υ、
均
三
百
五
十
人
の
乗
降
客
が
L

引
uu

一
山
ん
と

い
止
す
る
ま
で
の
制
動
距
離

f
}
-
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FEZ-
〈
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に
は

マ
生
水
を
飲
ま
な
い
よ
う
に
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安全速度を

必ず守ろう

止
ま
ら
な
い
。

②
カ

l
ブ
を
曲
る
時
や
障
害

物
を
よ
け
よ
う
と
す
る
と

き
、
思
う
よ
う
に
方
向
を

変
え
ら
れ
な
い
。

③
不
幸
に
し
て
衝
突
し
た
場

合
、
物
す
と
い
衝
撃
力
が

生
じ
て
非
常
に
悲
惨
な
事

故
と
な
る
。

し
か
し
、
自
動
車
は
定
め

ら
れ
た
制
限
速
度
で
走
っ
て

い
れ
ば
い
つ
で
も
安
全
か
と

い
う
と
必
ず
し
も
そ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
天
候
、
道
路

の
状
態
、
そ
の
時
の
交
通
の

状
況
、
照
明
度
合
、
積
荷
な

ど
の
関
係
で
そ
れ
ぞ
れ
条
件

が
違
い
ま
す
。
運
転
中
は
こ

れ
ら
の
乙
と
を
よ
〈
考
え
て

安
全
な
速
度
で
定
る
乙
と
が

大
切
で
す
。
常
に
安
全
速
度

を
巌
守
す
る
こ
と
こ
そ
安
全

運
転
の
第
一
条
件
で
す
。

自動車の停止距離

車の速度 : 停止距離

20キロ .7メー トル

30キロ 10.4メートル

4 0キロ 16.5メートル

τ日~-Imメートル

6 0キロ I 32ド J

品

L 


